
 
 

特定商取引に関する法律施行令及び割賦販売施行令の改正に係る 

消費者委員会への諮問に関して 

 

平 成 2 7 年 1 1 月 

消費者庁取引対策課 

 

１．特定商取引法施行令及び割賦販売施行令の改正の必要性について 

 

l 特定商取引に関する法律（昭和 51 年法律第 57 号。以下「特商法」という。）第 41 条第

２項において、特定継続的役務を政令で定めることとしている。また、割賦販売法（（昭

和 36 年法律第 159 号。以下「割販法」という。）第２条第５項において、指定権利を政

令で定めることとしている。 

 

l 特商法第 64 条第１項の規定により、特商法第 41 条第２項の政令の制定又は改正に当た

っては、消費者委員会及び消費経済審議会（経済産業省）へ諮問することとなっている。

また、割販法第 36 条第２項の規定により、割販法第２条第５項の政令の制定又は改正

に当たっては、消費者委員会及び消費経済審議会（経済産業省）へ諮問することとなっ

ている。 

 

l 今般の学校教育法の改正に関連して、これらの政令について改正を行うことを検討して

いるところ。 

 

l 第 165 回消費者委員会本会議において、特商法等の政令における「薬事法」の名称を変

更する改正について審議が行われた際、形式的な改正であるため諮問及び答申の手続き

を省略することとされたため、今回の政令改正も、同様の取り扱いとなるのか否か伺い

たい。 

 

２．学校教育法の改正による「義務教育学校」の創設 

 

l 学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）において、これまで、我が国の義務教育を担う学

校として６年制の「小学校」（学校教育法第 29 条以下）と３年制の「中学校」（同法第 45

条）が規定されているのみであったが、学校教育法等の一部を改正する法律（平成 27 年

法律第 46 号。以下「一部改正法」という。）により新たに９年制の小中一貫教育を制度

化した「義務教育学校」という仕組みが導入された。 

 

l 義務教育学校の課程は、前期課程６年と後期課程３年に区分し、前期課程は義務教育と

して行われる教育のうち基礎的なものを施すことを目的とし（「小学校」の設置目的と

同趣旨）、後期課程は、義務教育として行われる教育を施す（「中学校」の設置目的と同
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趣旨）こととしている。設置者が、地域の実情や子供の実態に応じて、義務教育段階９

年間をひとまとまりとして捉えた教育を施すことが有効と判断した場合に、円滑かつ効

果的に導入できるようにするため、「義務教育学校」を設けることとした。 

 

l この「義務教育学校」については、学校教育法第１条の改正によって、同法上の「学校」

の一つとして「義務教育学校」が追加されており、「学校教育法第一条に規定する学校」

の中に、「義務教育学校」が含まれることになった。 

 

 

３．特定商取引に関する法律施行令への影響 

 

l 特定商取引に関する法律施行令（昭和 51 年政令第 295 号。以下「特商法施行令」とい

う。）別表第４のいくつかの項では「学校教育法第一条に規定する学校」という概念が用

いられている（同表２の項のいわゆる語学教室、同じく３の項のいわゆる家庭教師、４

の項のいわゆる学習塾）。このうち、３の項のいわゆる家庭教師については、「小学校の

入学試験に備えるためのもの」は適用対象外となっている。 

 

l 一部改正法により導入される「義務教育学校」について従来の適用対象範囲と整合させ

るため、前期課程の部分（小学校相当）を適用対象外にする一方で、後期課程の部分（中

学校相当）を適用対象とする必要がある。 

 

４．割賦販売法施行令への影響 
 
l 割賦販売施行令（昭和 36 年政令第 341 号）別表第１の２第４号も、いわゆる家庭教師

について特商法施行令別表第４ ３の項と同様に規定していることから、特商法施行令

と同様の改正を行う必要がある。 
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表
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正
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分
）

○
特
定
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五
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一
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五
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）
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別
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第
四
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第
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、
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十
二
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、
第
十
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）
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第
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第
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、
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、
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係
）

特
定
継
続
的
役
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特

定

継

契
約
の
解
除
に

契
約
の
締

特
定
継
続
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役
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特

定

継

契
約
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解
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に

契
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害
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行
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た
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期
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期
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に
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す
る
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す
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費
用

の
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の
額

一
・
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

一
・
二

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三

学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校

二
月

五
万
円
又
は
当

二
万
円

三

学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校

二
月

五
万
円
又
は
当

二
万
円

（
幼
稚
園
及
び
小
学
校
を
除
く
。
）
、
同

該
特
定
継
続
的

（
幼
稚
園
及
び
小
学
校
を
除
く
。
）
、
同

該
特
定
継
続
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法
第
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二
十
四
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す
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修
学
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提
供
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二
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修
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し
く
は
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に

に
お
け
る
一
月

若
し
く
は
同
法
第
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三
十
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条
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項
に

に
お
け
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定
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る
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の
入
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者
を
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す
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の
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の
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力
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育
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に
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す
る
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た
め
の
学
力
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（
四
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項
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価
に
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当
す
る
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あ
つ
て
は
、
後
期
課
程
に
係
る
も
の
に
限

額
の
い
ず
れ
か

「
入
学
試
験
」
と
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う
。
）
に
備
え
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た

額
の
い
ず
れ
か
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。
四
の
項
に
お
い
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「
入
学
試
験
」
と

低
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額

め
又
は
学
校
教
育
（
同
法
第
一
条
に
規
定

低
い
額

い
う
。
）
に
備
え
る
た
め
又
は
学
校
教
育

す
る
学
校
（
幼
稚
園
及
び
大
学
を
除
く
。

（
同
法
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
（
幼
稚

）
に
お
け
る
教
育
を
い
う
。
同
項
に
お
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園
及
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大
学
を
除
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。
）
に
お
け
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教
育

て
同
じ
。
）
の
補
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の
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の
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の
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に
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の
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授
（
同
項
に
規
定
す
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力
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さ
れ
る
も
の
に
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す
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場
所
以
外
の
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に
お
い
て
提
供
さ

れ
る
も
の
に
限
る
。
）

四
～
六

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

四
～
六

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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（
傍
線
部
は
改
正
部
分
）

○
割
賦
販
売
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
百
四
十
一
号
）
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照
表

改
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案
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別
表
第
一
の
二
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第
一
条
関
係
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別
表
第
一
の
二

（
第
一
条
関
係
）

一
～
三

（
略
）

一
～
三
（
略
）

四

学
校
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第
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条
に
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定
す
る
学
校
（
幼
稚
園
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校
を
除
く
。
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、
同

四

学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
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。
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は
、
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に
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い
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い
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験
」
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う
。
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え
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校
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育
（
同

「
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験
」
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う
。
）
に
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教
育
（
同
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一
条
に
規
定
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条
に
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稚
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別
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れ
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。
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利

受
け
る
権
利

五
～
七

（
略
）

五
～
七

（
略
）
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○特定商取引に関する法律（昭和五十一年法律第五十七号）（抄） 

（消費者委員会及び消費経済審議会への諮問） 

第六十四条 主務大臣は、第二条第四項、第二十六条第一項第八号ニ、第二項、

第三項各号、第四項第一号若しくは第二号、第五項第二号若しくは第六項第二

号、第四十一条第一項第一号（期間に係るものに限る。）若しくは第二項、第

四十八条第二項、第五十八条の四又は第五十八条の十七第二項第二号の政令

の制定又は改廃の立案をしようとするときは、政令で定めるところにより、消

費者委員会及び消費経済審議会に諮問しなければならない。 

 

 

○特定商取引に関する法律施行令（昭和五十一年政令第二百九十五号）（抄） 

（特定継続的役務）  

第十二条 法第四十一条第二項の特定継続的役務は、別表第四の第一欄に掲げ

る役務とする。 

 

別表第四（第十一条、第十二条、第十五条、第十六条関係）（一部抜粋） 

特定継続的役務 

二 語学の教授（学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第一条に規定す

る学校、同法第百二十四条に規定する専修学校若しくは同法第百三十四条第

一項に規定する各種学校の入学者を選抜するための学力試験に備えるため

又は同法第一条に規定する学校（大学を除く。）における教育の補習のため

の学力の教授に該当するものを除く。） 

三 学校教育法第一条に規定する学校（幼稚園及び小学校を除く。）、同法第百

二十四条に規定する専修学校若しくは同法第百三十四条第一項に規定する

各種学校の入学者を選抜するための学力試験（四の項において「入学試験」

という。）に備えるため又は学校教育（同法第一条に規定する学校（幼稚園

及び大学を除く。）における教育をいう。同項において同じ。）の補習のため

の学力の教授（同項に規定する場所以外の場所において提供されるものに限

る。） 

四 入学試験に備えるため又は学校教育の補習のための学校教育法第一条に

規定する学校（幼稚園及び大学を除く。）の児童、生徒又は学生を対象とし

た学力の教授（役務提供事業者の事業所その他の役務提供事業者が当該役務

提供のために用意する場所において提供されるものに限る。） 
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割賦販売法（昭和三十六年法律第百五十九号）（抄） 

（定義）  

第二条 

５ この法律において「指定商品」とは、定型的な条件で販売するのに適する商

品であつて政令で定めるものをいい、「指定権利」とは、施設を利用し又は役

務の提供を受ける権利のうち国民の日常生活に係る取引において販売される

ものであつて政令で定めるものをいい、「指定役務」とは、次項、第三十五条

の三の六十一、第三十五条の三の六十二、第四十一条及び第四十一条の二を除

き、国民の日常生活に係る取引において有償で提供される役務であつて政令

で定めるものをいう。 

 

（消費経済審議会及び消費者委員会への諮問）  

第三十六条   

２ 主務大臣は、第二条第五項若しくは第六項、第三十条の四第四項、第三十条

の五第二項又は第三十五条の三の十九第四項に規定する政令の制定又は改廃

の立案をしようとするときは、政令で定めるところにより、消費経済審議会及

び消費者委員会に諮問しなければならない。 

 

 

割賦販売法施行令（昭和三十六年政令第三百四十一号）（抄） 

（指定商品等）  

第一条 

２ 法第二条第五項の指定権利は、別表第一の二に掲げる権利とする。  

 

別表第一の二（第一条関係） 

三 語学の教授（学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）第一条に規定する

学校、同法第百二十四条に規定する専修学校若しくは同法第百三十四条第一

項に規定する各種学校の入学者を選抜するための学力試験に備えるため又は

同法第一条に規定する学校（大学を除く。）における教育の補習のための学力

の教授に該当するものを除く。）を受ける権利 

四 学校教育法第一条に規定する学校（幼稚園及び小学校を除く。）、同法第百二

十四条に規定する専修学校若しくは同法第百三十四条第一項に規定する各種

学校の入学者を選抜するための学力試験（次号及び別表第一の三において「入

学試験」という。）に備えるため又は学校教育（同法第一条に規定する学校（幼

稚園及び大学を除く。）における教育をいう。次号及び別表第一の三において

同じ。）の補習のための学力の教授（次号に規定する場所以外の場所において
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提供されるものに限る。）を受ける権利 

五 入学試験に備えるため又は学校教育の補習のための学校教育法第一条に規

定する学校（幼稚園及び大学を除く。）の児童、生徒又は学生を対象とした学

力の教授（役務提供事業者の事業所その他の役務提供事業者が当該役務提供

のために用意する場所において提供されるものに限る。）を受ける権利 
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○
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
（
新
旧
対
照
表
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
十
五
条
）

第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
十
五
条
）

第
二
章

義
務
教
育
（
第
十
六
条
―
第
二
十
一
条
）

第
二
章

義
務
教
育
（
第
十
六
条
―
第
二
十
一
条
）

第
三
章

幼
稚
園
（
第
二
十
二
条
―
第
二
十
八
条
）

第
三
章

幼
稚
園
（
第
二
十
二
条
―
第
二
十
八
条
）

第
四
章

小
学
校
（
第
二
十
九
条
―
第
四
十
四
条
）

第
四
章

小
学
校
（
第
二
十
九
条
―
第
四
十
四
条
）

第
五
章

中
学
校
（
第
四
十
五
条
―
第
四
十
九
条
）

第
五
章

中
学
校
（
第
四
十
五
条
―
第
四
十
九
条
）

第
五
章
の
二

義
務
教
育
学
校
（
第
四
十
九
条
の
二
―
第
四
十
九
条
の
八
）

（
新
設
）

第
六
章

高
等
学
校
（
第
五
十
条
―
第
六
十
二
条
）

第
六
章

高
等
学
校
（
第
五
十
条
―
第
六
十
二
条
）

第
七
章

中
等
教
育
学
校
（
第
六
十
三
条
―
第
七
十
一
条
）

第
七
章

中
等
教
育
学
校
（
第
六
十
三
条
―
第
七
十
一
条
）

第
八
章

特
別
支
援
教
育
（
第
七
十
二
条
―
第
八
十
二
条
）

第
八
章

特
別
支
援
教
育
（
第
七
十
二
条
―
第
八
十
二
条
）

第
九
章

大
学
（
第
八
十
三
条
―
第
百
十
四
条
）

第
九
章

大
学
（
第
八
十
三
条
―
第
百
十
四
条
）

第
十
章

高
等
専
門
学
校
（
第
百
十
五
条
―
第
百
二
十
三
条
）

第
十
章

高
等
専
門
学
校
（
第
百
十
五
条
―
第
百
二
十
三
条
）

第
十
一
章

専
修
学
校
（
第
百
二
十
四
条
―
第
百
三
十
三
条
）

第
十
一
章

専
修
学
校
（
第
百
二
十
四
条
―
第
百
三
十
三
条
）

第
十
二
章

雑
則
（
第
百
三
十
四
条
―
第
百
四
十
二
条
）

第
十
二
章

雑
則
（
第
百
三
十
四
条
―
第
百
四
十
二
条
）

第
十
三
章

罰
則
（
第
百
四
十
三
条
―
第
百
四
十
六
条
）

第
十
三
章

罰
則
（
第
百
四
十
三
条
―
第
百
四
十
六
条
）

附
則

附
則

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則
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第
一
条

こ
の
法
律
で
、
学
校
と
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校

第
一
条

こ
の
法
律
で
、
学
校
と
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中

、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
と
す

等
教
育
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校
と
す
る
。

る
。

第
四
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
の
設
置
廃
止
、
設
置
者
の
変
更
そ
の
他
政
令
で
定

第
四
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
学
校
の
設
置
廃
止
、
設
置
者
の
変
更
そ
の
他
政
令
で
定

め
る
事
項
（
次
条
に
お
い
て
「
設
置
廃
止
等
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

め
る
事
項
（
次
条
に
お
い
て
「
設
置
廃
止
等
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
者
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
学
校
の
う
ち
、
高

号
に
定
め
る
者
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
学
校
の
う
ち
、
高

等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。
）
の
通
常
の
課
程
（
以
下
「
全
日

等
学
校
（
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
を
含
む
。
）
の
通
常
の
課
程
（
以
下
「
全
日

制
の
課
程
」
と
い
う
。
）
、
夜
間
そ
の
他
特
別
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
を

制
の
課
程
」
と
い
う
。
）
、
夜
間
そ
の
他
特
別
の
時
間
又
は
時
期
に
お
い
て
授
業
を

行
う
課
程
（
以
下
「
定
時
制
の
課
程
」
と
い
う
。
）
及
び
通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う

行
う
課
程
（
以
下
「
定
時
制
の
課
程
」
と
い
う
。
）
及
び
通
信
に
よ
る
教
育
を
行
う

課
程
（
以
下
「
通
信
制
の
課
程
」
と
い
う
。
）
、
大
学
の
学
部
、
大
学
院
及
び
大
学

課
程
（
以
下
「
通
信
制
の
課
程
」
と
い
う
。
）
、
大
学
の
学
部
、
大
学
院
及
び
大
学

院
の
研
究
科
並
び
に
第
百
八
条
第
二
項
の
大
学
の
学
科
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る

院
の
研
究
科
並
び
に
第
百
八
条
第
二
項
の
大
学
の
学
科
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る

。

。

一

公
立
又
は
私
立
の
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校

文
部
科
学
大
臣

一

公
立
又
は
私
立
の
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校

文
部
科
学
大
臣

二

市
町
村
の
設
置
す
る
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

都
道

二

市
町
村
の
設
置
す
る
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

都
道

府
県
の
教
育
委
員
会

府
県
の
教
育
委
員
会

三

私
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教

三

私
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別

育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校

都
道
府
県
知
事

支
援
学
校

都
道
府
県
知
事

②
～
⑤

（
略
）

②
～
⑤

（
略
）

第
六
条

学
校
に
お
い
て
は
、
授
業
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
国
立

第
六
条

学
校
に
お
い
て
は
、
授
業
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
国
立

又
は
公
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程

又
は
公
立
の
小
学
校
及
び
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学

又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
に
お
け
る
義
務
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ

校
の
小
学
部
及
び
中
学
部
に
お
け
る
義
務
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
徴
収
す
る
こ
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れ
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
が
で
き
な
い
。

第
十
七
条

保
護
者
は
、
子
の
満
六
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
学

第
十
七
条

保
護
者
は
、
子
の
満
六
歳
に
達
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
学

年
の
初
め
か
ら
、
満
十
二
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
学
年
の
終
わ
り
ま
で
、
こ
れ
を

年
の
初
め
か
ら
、
満
十
二
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
学
年
の
終
わ
り
ま
で
、
こ
れ
を

小
学
校
、
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
に
就
学
さ
せ

小
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。
た
だ
し
、
子

る
義
務
を
負
う
。
た
だ
し
、
子
が
、
満
十
二
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
学
年
の
終
わ

が
、
満
十
二
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
学
年
の
終
わ
り
ま
で
に
小
学
校
又
は
特
別
支

り
ま
で
に
小
学
校
の
課
程
、
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小

援
学
校
の
小
学
部
の
課
程
を
修
了
し
な
い
と
き
は
、
満
十
五
歳
に
達
し
た
日
の
属
す

学
部
の
課
程
を
修
了
し
な
い
と
き
は
、
満
十
五
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
学
年
の
終

る
学
年
の
終
わ
り
（
そ
れ
ま
で
の
間
に
お
い
て
当
該
課
程
を
修
了
し
た
と
き
は
、
そ

わ
り
（
そ
れ
ま
で
の
間
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
課
程
を
修
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
修
了

の
修
了
し
た
日
の
属
す
る
学
年
の
終
わ
り
）
ま
で
と
す
る
。

し
た
日
の
属
す
る
学
年
の
終
わ
り
）
ま
で
と
す
る
。

②

保
護
者
は
、
子
が
小
学
校
の
課
程
、
義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援

②

保
護
者
は
、
子
が
小
学
校
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
の
課
程
を
修
了
し
た
日

学
校
の
小
学
部
の
課
程
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
学
年
の
初
め

の
翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
学
年
の
初
め
か
ら
、
満
十
五
歳
に
達
し
た
日
の
属
す

か
ら
、
満
十
五
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
学
年
の
終
わ
り
ま
で
、
こ
れ
を
中
学
校
、

る
学
年
の
終
わ
り
ま
で
、
こ
れ
を
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別

義
務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の

支
援
学
校
の
中
学
部
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。

中
学
部
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。

③

（
略
）

③

（
略
）

第
三
十
八
条

市
町
村
は
、
そ
の
区
域
内
に
あ
る
学
齢
児
童
を
就
学
さ
せ
る
に
必
要
な

第
三
十
八
条

市
町
村
は
、
そ
の
区
域
内
に
あ
る
学
齢
児
童
を
就
学
さ
せ
る
に
必
要
な

小
学
校
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
教
育
上
有
益
か
つ
適
切
で
あ
る

小
学
校
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
認
め
る
と
き
は
、
義
務
教
育
学
校
の
設
置
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

る
。

第
四
十
条

市
町
村
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
こ
と
を
不
可
能
又
は
不
適
当
と
認

第
四
十
条

市
町
村
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
こ
と
を
不
可
能
又
は
不
適
当
と
認
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め
る
と
き
は
、
小
学
校
又
は
義
務
教
育
学
校
の
設
置
に
代
え
、
学
齢
児
童
の
全
部
又

め
る
と
き
は
、
小
学
校
の
設
置
に
代
え
、
学
齢
児
童
の
全
部
又
は
一
部
の
教
育
事
務

は
一
部
の
教
育
事
務
を
、
他
の
市
町
村
又
は
前
条
の
市
町
村
の
組
合
に
委
託
す
る
こ

を
、
他
の
市
町
村
又
は
前
条
の
市
町
村
の
組
合
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

②

（
略
）

②

（
略
）

第
五
章
の
二

義
務
教
育
学
校

（
新
設
）

第
四
十
九
条
の
二

義
務
教
育
学
校
は
、
心
身
の
発
達
に
応
じ
て
、
義
務
教
育
と
し
て

（
新
設
）

行
わ
れ
る
普
通
教
育
を
基
礎
的
な
も
の
か
ら
一
貫
し
て
施
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
三

義
務
教
育
学
校
に
お
け
る
教
育
は
、
前
条
に
規
定
す
る
目
的
を
実

（
新
設
）

現
す
る
た
め
、
第
二
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の

と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
四

義
務
教
育
学
校
の
修
業
年
限
は
、
九
年
と
す
る
。

（
新
設
）

第
四
十
九
条
の
五

義
務
教
育
学
校
の
課
程
は
、
こ
れ
を
前
期
六
年
の
前
期
課
程
及
び

（
新
設
）

後
期
三
年
の
後
期
課
程
に
区
分
す
る
。

第
四
十
九
条
の
六

義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
に
お
け
る
教
育
は
、
第
四
十
九
条
の

（
新
設
）

二
に
規
定
す
る
目
的
の
う
ち
、
心
身
の
発
達
に
応
じ
て
、
義
務
教
育
と
し
て
行
わ
れ

る
普
通
教
育
の
う
ち
基
礎
的
な
も
の
を
施
す
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
程
度
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に
お
い
て
第
二
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
と
す

る
。

②

義
務
教
育
学
校
の
後
期
課
程
に
お
け
る
教
育
は
、
第
四
十
九
条
の
二
に
規
定
す
る

目
的
の
う
ち
、
前
期
課
程
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
心
身
の
発
達
に
応
じ
て

、
義
務
教
育
と
し
て
行
わ
れ
る
普
通
教
育
を
施
す
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、
第
二
十

一
条
各
号
に
掲
げ
る
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
七

義
務
教
育
学
校
の
前
期
課
程
及
び
後
期
課
程
の
教
育
課
程
に
関
す

（
新
設
）

る
事
項
は
、
第
四
十
九
条
の
二
、
第
四
十
九
条
の
三
及
び
前
条
の
規
定
並
び
に
次
条

に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
従
い
、
文
部
科
学
大

臣
が
定
め
る
。

第
四
十
九
条
の
八

第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
か
ら
第
三
十
七

（
新
設
）

条
ま
で
及
び
第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
義
務
教
育
学
校
に
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第

四
十
九
条
の
三
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
十
九

条
の
三
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
七
条

高
等
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
中
学
校
若
し
く
は
こ
れ

第
五
十
七
条

高
等
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
、
中
学
校
若
し
く
は
こ
れ

に
準
ず
る
学
校
若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校

に
準
ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
者
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た

の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ

者
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
と
す
る
。

る
と
認
め
ら
れ
た
者
と
す
る
。
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第
五
十
八
条
の
二

高
等
学
校
の
専
攻
科
の
課
程
（
修
業
年
限
が
二
年
以
上
で
あ
る
こ

（
新
設
）

と
そ
の
他
の
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。
）
を
修
了
し

た
者
（
第
九
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
に
限
る
。
）
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
大
学
に
編
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
十
条

第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
七
条
第
四
項

第
七
十
条

第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条
、
第
三
十
四
条
、
第
三
十
七
条
第
四
項

か
ら
第
十
七
項
ま
で
及
び
第
十
九
項
、
第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
、
第
五

か
ら
第
十
七
項
ま
で
及
び
第
十
九
項
、
第
四
十
二
条
か
ら
第
四
十
四
条
ま
で
、
第
五

十
九
条
並
び
に
第
六
十
条
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
中
等
教
育
学
校
に
、
第
五

十
九
条
並
び
に
第
六
十
条
第
四
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
中
等
教
育
学
校
に
、
第
五

十
三
条
か
ら
第
五
十
五
条
ま
で
、
第
五
十
八
条
、
第
五
十
八
条
の
二
及
び
第
六
十
一

十
三
条
か
ら
第
五
十
五
条
ま
で
、
第
五
十
八
条
及
び
第
六
十
一
条
の
規
定
は
中
等
教

条
の
規
定
は
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課
程
に
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

育
学
校
の
後
期
課
程
に
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
十
条

お
い
て
、
第
三
十
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
」
と
、
第
三

第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
」
と
、
第
三
十
一
条
中
「
前
条
第

十
一
条
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
四
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

す
る
。

②

（
略
）

②

（
略
）

第
七
十
四
条

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
、
第
七
十
二
条
に
規
定
す
る
目
的
を
実
現

第
七
十
四
条

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
は
、
第
七
十
二
条
に
規
定
す
る
目
的
を
実
現

す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
ほ
か
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、

す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
ほ
か
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
又
は
中

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
の
要
請
に
応
じ
て
、
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す

等
教
育
学
校
の
要
請
に
応
じ
て
、
第
八
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
幼
児
、
児
童
又

る
幼
児
、
児
童
又
は
生
徒
の
教
育
に
関
し
必
要
な
助
言
又
は
援
助
を
行
う
よ
う
努
め

は
生
徒
の
教
育
に
関
し
必
要
な
助
言
又
は
援
助
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
一
条

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
及
び
中
等

第
八
十
一
条

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
に
お
い

教
育
学
校
に
お
い
て
は
、
次
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生

て
は
、
次
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
そ
の
他
教
育
上
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徒
そ
の
他
教
育
上
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
に
対
し
、
文

特
別
の
支
援
を
必
要
と
す
る
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
に
対
し
、
文
部
科
学
大
臣
の
定

部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め

を
克
服
す
る
た
め
の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

②

小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
に
は
、
次

②

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
に
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
に
、
特
別
支
援
学
級
を
置

か
に
該
当
す
る
児
童
及
び
生
徒
の
た
め
に
、
特
別
支
援
学
級
を
置
く
こ
と
が
で
き
る

く
こ
と
が
で
き
る
。

。

一

知
的
障
害
者

一

知
的
障
害
者

二

肢
体
不
自
由
者

二

肢
体
不
自
由
者

三

身
体
虚
弱
者

三

身
体
虚
弱
者

四

弱
視
者

四

弱
視
者

五

難
聴
者

五

難
聴
者

六

そ
の
他
障
害
の
あ
る
者
で
、
特
別
支
援
学
級
に
お
い
て
教
育
を
行
う
こ
と
が

六

そ
の
他
障
害
の
あ
る
者
で
、
特
別
支
援
学
級
に
お
い
て
教
育
を
行
う
こ
と
が

適
当
な
も
の

適
当
な
も
の

③

（
略
）

③

（
略
）

第
百
二
十
五
条

専
修
学
校
に
は
、
高
等
課
程
、
専
門
課
程
又
は
一
般
課
程
を
置
く
。

第
百
二
十
五
条

専
修
学
校
に
は
、
高
等
課
程
、
専
門
課
程
又
は
一
般
課
程
を
置
く
。

②

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
お
い
て
は
、
中
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
若

②

専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
お
い
て
は
、
中
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校
を

し
く
は
義
務
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
修

卒
業
し
た
者
若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
を
修
了
し
た
者
又
は
文
部
科
学

了
し
た
者
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
、
中
学
校
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
心

に
対
し
て
、
中
学
校
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
心
身
の
発
達
に
応
じ
て
前
条

身
の
発
達
に
応
じ
て
前
条
の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

③

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
は
、
高
等
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

③

専
修
学
校
の
専
門
課
程
に
お
い
て
は
、
高
等
学
校
若
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
学
校

若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

若
し
く
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
又
は
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
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よ
り
こ
れ
に
準
ず
る
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
、
高
等
学
校
に
お
け

よ
り
こ
れ
に
準
ず
る
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
て
、
高
等
学
校
に
お
け

る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
前
条
の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
前
条
の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

④

専
修
学
校
の
一
般
課
程
に
お
い
て
は
、
高
等
課
程
又
は
専
門
課
程
の
教
育
以
外
の

④

専
修
学
校
の
一
般
課
程
に
お
い
て
は
、
高
等
課
程
又
は
専
門
課
程
の
教
育
以
外
の

前
条
の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

前
条
の
教
育
を
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

附

則

第
七
条

小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
に
は
、
第
三
十
七

第
七
条

小
学
校
、
中
学
校
及
び
中
等
教
育
学
校
に
は
、
第
三
十
七
条
（
第
四
十
九
条

条
（
第
四
十
九
条
及
び
第
四
十
九
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
六
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

び
第
六
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
養
護
教
諭
を
置
か
な
い
こ
と

当
分
の
間
、
養
護
教
諭
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

が
で
き
る
。
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